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図22 平成31年度から令和4年度における6～10月の水温推移と高水温の出現頻度 

 

 

 

図23 平成31年度から令和4年度における6～10月の塩分推移と低塩分の出現頻度 

 

 

 

図24 平成31年度から令和4年度における6～10月の溶存酸素濃度推移と貧酸素の出現頻度
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